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当院では、整形外科を始め、内科、循環器内科、外科、形成外科、
泌尿器科、リハ科、歯科、脳神経外科（院内標傍）、皮膚科（院内標傍）、
せき損内科（院内標傍）の一般診療を行っています。
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・北海道のせき損医療を守り最先端のせき損医療を行います
・診療科を充実させ地域医療に貢献します
・病院の持続的発展のため経営基盤を確立します

良質で安全な医療
信頼される医療
心の通う医療

去
る
令
和
６
年
12
月
19
日
（
木
）

に
院
内
に
お
い
て
防
火
避
難
訓
練
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
夜
間
東
５
階

病
棟
ナ

ス
ス
テ

シ

ン
付
近
で

出
火
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
消
防
法

等
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
夜
間
マ
ニ

ア
ル
」
に
沿

た
実
際
の
動
き
を

し
ま
し
た
。

夜
間
帯
の
人
員
配
置
に
基
づ

い
て
患
者
さ
ん
の
「
避
難
誘
導
活

動
」
、
緊
急
連
絡
用
電
話
を
使
用
し

た
消
防
署
へ
の
「
通
報
連
絡
」
、
屋

内
消
火
栓
等
を
使
用
し
た
（
模
擬
）

「
消
火
活
動
」
及
び
防
火
扉
を
閉
鎖

す
る
「
防
炎
活
動
」
等
の
総
合
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
避
難
誘
導
の
際
に

は
歩
け
な
い
患
者
さ
ん
の
移
動
方
法

と
し
て
、
担
架
や
ベ

ド
、
車
い
す

な
ど
を
用
い
て
実
際
の
火
災
を
想
定

し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
病
院
職
員
を
は
じ

め
事
務
当
直
・
守
衛
の
方
々
な
ど
約

30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
後
に
は

全
体
の
総
括
が
行
わ
れ
、
今
回
の
訓

練
の
反
省
点
や
意
見
等
が
出
さ
れ
、

防
火
避
難
の
意
識
を
よ
り
高
め
る

機
会
に
な

た
と
思
い
ま
す
。
多
く

の
患
者
さ
ん
を
抱
え
る
病
院
と
し
て

は
、
「
火
災
」
を
発
生
さ
せ
な
い
事

が
第
一
で
あ
り
ま
す
が
、
万
が
一
火

災
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
今

後
も
継
続
的
に
訓
練
を
実
施
し
、
患

者
様
の
安
心
安
全
を
確
保
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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